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1846年５月，ブロンテ () 三人姉妹は，カラー (Currer)，エリス
(Ellis)，アクトン (Acton) という男性名で共著の詩集を自費出版した。こ
れは，一ヶ月にわずか二万部しか売れなかったが，これを機に三人とも小説
を書き始めるようになり，翌1847年に三人の小説，すなわち，シャーロット
(Charlotte) の Jane Eyre，エミリー (Emily) の Wuthering Heights，アン
(Anne) の Agnes Gray が出版された。シャーロットの Jane Eyre は，リー・
ハント (Leigh Hunt, 17841859) のような大批評家に認められ，サッカレー
(William Makepeace Thackeray, 181163) からも激賞され，ベストセラーに
なった。
一方で出版当時は，作品はその底に存在するフェミニズム思想のため非難・
攻撃された。作品のヒロイン，ジェイン・エアは，自身が何者であるかを証
明し，正当な社会階級と相続財産を取り戻さなければならない孤児であった。
作品の中ヒロインは，意義ある仕事を求め，男性から尊敬心と対等な態度で
処遇されることを求めている。Jane Eyre は，女性文学の古典として考えら
れている。それはヒロインが自身の願望によって人生の様々な局面で選択を
し，自身の願望を実現するからであると言える。
シャーロットが作品において一貫して主張していることは，女性は抑圧的
な環境を去るべきである，ということである。作品の中ジェインは，安定を
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求めるならば，他者に選択を委ねることができるにもかかわらず，それをし
ない。全て自身の願望に基づいて選択をするがゆえに，彼女は自身が望む人
生を得ることができたと言えるのだ。本論文では，作品におけるヒロインの
願望と選択の相関関係と選択の意味について述べてみたい。
1．冷遇から独立へ
マギー・バーグ (Maggie Berg) は，ヒロインについて「ジェインは教育
を身につけ経済的に独立し，社会的地位を得る。努力と意志により彼女は人
生を変える」と述べているが (Berg 1)，Jane Eyre は，女性が忍耐強く自己
を向上させる努力を続けることにより，金持ちで幸福になれる可能性がある
ことを示している。
シャーロット・ブロンテがこのような物語を書いた背景として父親の存在
を無視することはできない。シャーロットの父親パトリック・ブロンテ
(Patrick , 17771861) は，典型的なセルフメイド・マンであり，アイ
ルランドの農家の出ではあるが，自己修養によりケンブリッジで神学の学位
を取得した。1811年に彼は，The Cottage in the Wood ; or, The Art of Becoming
Rich and Happy を出版した (Berg 2)。全てのものが神の目から見れば平等
であるというキリスト教信仰のゆえに，ブロンテ師は，女性がよく受けるほ
んの飾りにすぎない教育，すなわち，読書，音楽，裁縫，絵を描くことより
もさらに知的な主題を重視し，娘とそういう主題について議論した (Berg 3)。
このような父親の影響を受け，シャーロットは男性と知的な面で対等な女性
を強く意識したに違いないが，Jane Eyre という作品を考える場合，ヒロイ
ンの生い立ちを無視することはできない。孤児という境遇もジェインの考え
方に強く影響を与えているからである。
ジェインの父親は貧しい牧師補であったが金持ちの令嬢と恋におちいり，
二人は周囲の人々の反対を押し切って結婚した。しかし，二人とも結婚後す
ぐにチフスにかかり亡くなり，娘であるジェインは後に残されたのであった。
孤児であるジェインは，金持ちの母方の親戚，すなわち，ゲイツヘッド
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(Gateshead) のリード (Reed) 夫人という義理の伯母の手で育てられること
になった。ジェインはゲイツヘッドでひどい扱いを受ける。リード家の本を
読んでいたジェインは，リード夫人の息子のジョンに「おまえには，うちの
本を持ち出す権利なんかない。おまえは，お母さんも言っているけど居候な
んだ。おまえはちっともお金を持っていないんだ。おまえの父親は，一文の
金も残さなかったんだ。おまえなんか，乞食でもすればいいんで，ぼくたち
のような紳士の子供と一緒にここに住んだり，ぼくたちと同じものを食べた
り，お母さんにお金を出させて服を着たりする身分じゃないんだ」(1011)
と言われる。本を投げてきたジョンに対し，ジェインは「あなたは人殺しそっ
くりよ 奴隷の監督そっくりよ ローマの皇帝そっくりよ」(11)と言う
が，それを聞いたジョンは彼女に飛びかかってくる。逆にジョンに立ち向かっ
ていったジェインは，二階の赤い部屋に閉じこめられる。孤児であるという
だけで虐待されたジェインは，不公平であるという意識を強く持つが，自分
の孤児であるという境遇をいかんともしがたく，Gulliver’s Travels (1726) を
読み，自身を恐ろしい危険な国々をさすらうこのうえなくわびしい放浪者に
たとえる｡1
ジェインをロウウッド (Lowood) 学校に入れるべくリード夫人が手紙を送っ
たので，ある日学校の管理者ブロクルハースト (Brocklehurst) がゲイツヘッ
ドにやって来る。聖書の話をした際，ジェインから詩篇はおもしろくないの
で嫌いだと聞いたブロクルハーストは,「それはあなたが悪い心を持ってい
る証拠なのだ」(33)と言う。また彼は,「神さまに，心を変えていただくよ
う，新しいきれいな心をさずかるよう，あなたの石の心を除いて肉の心をさ
ずかるようお祈りしなくてはならない」(33)とエゼキエル書第36章第26節を
引き合いに出してジェインに心を改めるよう促す。それだけでなくリード夫
人は，ジェインに人をあざむく癖があるので学校では警戒する必要があると
ブロクルハーストに言う。このように扱われることによりジェインはますま
す不平等を感じるようになり，他者が引き合いに出すキリスト教に懐疑的に
なる。ジェインのこの傾向は，彼女がロウウッド学校に入ってからも変わら
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ない。
ロウウッド学校は，子女のためのカウアン・ブリッジ (Cowan Bridge) 塾
に通ったシャーロット自身の経験に基づいている。シャーロットは８歳のと
き，エミリーと姉のマライア (Maria) とエリザベス (Elizabeth) とともにこ
の塾に入った｡2 Jane Eyre において見られるように，発疹チフスが学校で広
がった。マライアとエリザベスは，発疹チフスにやられなかったにもかかわ
らず，肺結核で亡くなった (Shuttleworth xiii)。カウアン・ブリッジは谷間
のじめじめとした不健康地にあり，給食は貧弱，教育ぶりは厳しく偏狭であっ
た｡3 ロウウッド学校にはカウアン・ブリッジの特色が色濃く表れている。
ヘレン・バーンズ (Helen Burns) は，水が凍っていてつめが洗えなかっ
たのに,「汚い，いやらしい子だ！けさはつめをきれいにしなかったでしょ
う！」(53)とスキャチャード (Scatcherd) 先生に言われ，小枝の束で打たれ
る｡「理由もないのに殴られたら，私たち，こっぴどく殴りかえしてやるべ
きよ」(57)と言うジェインにヘレンは,「大人になったらあなたが考えを変
えることを望むわ」(57)と言い,「汝の敵を愛せよ」というマタイによる福
音書第５章第44節からのキリストの言葉を引き合いに出し，キリストの言葉
を手本として生きることを勧める。このように言ったヘレンは，肺病にかかっ
て亡くなってしまう｡「わたしが死んだら，あなたとまた会えるの？」(82)
と聞くジェインに「あなたも，同じ力強い，すべてのものの父に迎えられる
のよ」(82)と言って旅立つヘレンではあったが，チフスやたとえチフスにか
かっていなかったとしても，ロウウッドでの生活環境が劣悪であるがゆえに，
学校が犠牲者を出していることは想像に難くない。ブロクルハーストがチー
ズつきのパンの昼食を二週間に二度も生徒に出したと言ってテンプル
(Temple) 先生の責任を問い,「人はパンのみにて生くるものにあらず」と
いうルカによる福音書第４章第５節を持ち出したとしても，後に生徒の食べ
物の量と質の劣悪さが明るみに出されることにより，ブロクルハーストが持
ち出す言葉が効力を失うこととなるのだ。このように人が自分を正当化する
ために用いる聖書の言葉が偽りのものであり，キリストの精神に反すること
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をジェインは経験から知ることとなり，後の彼女の選択に大きな意味を持つ
こととなる。
幸いジェインは改善された学校で教師の職を与えられるが，しだいに自由
を求めるようになり，ある日ヘラルド紙に「正則英国教育の一般課目，なら
びにフランス語，図画，音楽の教授資格あり」という広告文を出し，新しい
職（ガヴァネス）を得る｡4 ジェインがガヴァネスの職を得たソーンフィー
ルド (Thornfield) は，給料が30ポンドでロウウッドでの教師としての給料
の二倍であるだけでなく，紳士で地主のロチェスター (Rochester) がいる場
所である。ジョン・マクラウド ( John Macleod) が指摘しているように，ソー
ンフィールドは，ジェインにとって幸福と動揺の場所である(Macleod 149)。
彼女はガヴァネスとしての役割を楽しむ一方で，愛するロチェスターへの強
い感情をコントロールすべく努めるからである。教え子のアデール (Adele)
の朝の勉強時間の後，フェアファックス (Fairfax) に案内されてジェインは
三階の表側と裏側との室をへだてている長い廊下に来るが，その天井が低く，
うす暗く，突きあたりに小さな窓が一つあるきりで，閉めきった小さい黒い
扉が両側に並んでいるのを見て,「青ひげの城」(107)の通廊のようであると
感じる｡『青ひげ』(La Barbe-Bleue) はペロー (Perrault) の童話集にも収め
られているが，これは，次々に妻を殺した残酷な男の話である。
コンテクスト上注目に値することは，青ひげとロチェスターがイメージの
上で重なることである。なぜならば，ロチェスターにはすでに妻がいたにも
かかわらず，ジェインと結婚しようとするからである。ジェインも妻がいる
事実を知らなければ，あるいは，たとえ知っていたとしても，ロチェスター
の意志に服従したならば，ロチェスターのそばにいて妻としての役割を果た
すことができたはずである｡「よるべのない貧しい器量の悪い家庭教師」
(161)が地位と富で遠く隔てられたロチェスター，また家柄においてつりあ
いのとれているイングラム (Ingram) 嬢と結婚しようと思えばできたであろ
うロチェスターに選ばれただけでも，当時の一般的な考え方からすれば，幸
せなことであるはずだが，ジェインはロチェスターのもとにい続けることを
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潔しとはしない。
もともとロチェスターは，自分から望んでバーサ・メイスン (Bertha
Mason) と結婚したわけではない。父親が昔なじみで西インドの農園主で商
人のメイスン氏に娘がいて，３万ポンドを与えられることを聞き及び，政略
結婚も同然の形で結婚したのであった。この結婚はうまくいかず，妻のバー
サが狂人となり，ロチェスターは，ソーンフィールドの３階の部屋に狂人収
容所から雇い入れられたグレイス・プール (Grace Pool) を番人として妻を
とじこめたのであった｡5 ルース・ブランドン (Ruth Brandon) は，18世紀に
は結婚は個人的できごとであるだけでなく，当事者同士以外に二つの家族の
公的契約でもあったが，Jane Eyre が書かれたときまでに結婚は外部の干渉
や強制のない個人的充足の約束に基づく当事者間の個人的で感情的な結びつ
きになったことを指摘している(Brandon 181)。このような歴史的事実を考
慮すれば，ロチェスターとバーサの結婚は，18世紀的であり二つの家族の契
約と言ってもいい。ロチェスターの結婚は，いわば彼の意志によるものでは
ないのだが，事情を知った上でもなお，ジェインはロチェスターのそばにい
ることを拒むのである。マクラウドが「ジェインの卑屈な状態から自立，経
済的安全，自身の望む結婚への旅は，ジャマイカ出身のロチェスターの妻バー
サ・メイスンの圧迫なしにはありえなかった」と述べているように
(Macleod 152)，ジェインは，事情はどうあれ，二重結婚しようとしたロチェ
スターを拒むことにより，後に自身の望む結婚へたどり着く。
ロチェスターを拒むジェインの心理は，第12章に見られる彼女の考えから
くるものと思われる。
Women are supposed to be very calm generally : but women feel just as men
feel ; they need exercise for their faculties, and a field for their efforts as
much as their brothers do ; they suffer from too rigid a restraint, too abso-
lute a stagnation, precisely as men would suffer ; and it is narrow-minded in
their more privileged fellow-creatures to say that they ought to confine
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themselves to making puddings and knitting stockings, to playing on the
piano and embroidering bags. It is thoughtless to condemn them, or laugh
at them, if they seek to do more or learn more than custom has pronounced
necessary for their sex. (109)
女性は，普通にはごく静かなものと考えられている。しかし，女性もま
た男性と同じく感情を持っている。兄弟たちと同じように，その能力を
発揮することや，努力を向ける領域を持つことを必要としている。男た
ちと同じように，あまりに厳しい束縛や，あまりに圧倒的な沈滞に悩み
苦しむ。だから，女たちはプディングを作ったり，靴下を編んだり，ピ
アノをひいたり，袋の刺繍をしたりしておればいいのだというのは，よ
り多くの特権に恵まれた異性の狭量からである。習慣によって，女たち
に必要だと申し渡されてきた以上のことを，彼女たちがなそうとし，学
ぼうとするからといって，非難したり，嘲笑したりするのは心なきわざ
である。
この箇所は，女性の解放を訴える部分であり，もし二重結婚しようとした
ロチェスターを受け入れてしまえば，この考えを否定することになったはず
である。しかし，彼を拒み卑屈な状態から自立することにより，ジェインは
この考えを実現させるのである｡6
ジェインがロチェスターの元を去ることの意味は，女性の解放以外にロチェ
スターの側の浄化という意味がある。ドレン・ロバーツ (Doren Roberts) は，
ジェインの激しさを道徳面でロチェスターに対し批判的であると見てとって
いるが (Roberts 46),「神と自己とを信ずるのです。天を信ずるのです。再
びそこで会うことを望むのです」(316)とジェインが言い，ロチェスターの
元を去ることにより，ロチェスターの過去が浄化されるのである。このよう
な浄化は，ジェインがロチェスターの元を去って後セント・ジョン・リヴァー
ズ (St. John Rivers) に対しても行われる。それを以下見ていきたい。
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2．セント・ジョン・リヴァーズとの出会いと別れ
ソーンフィールドを去ったジェインは，飢え，死にかけているところをセ
ント・ジョン・リヴァーズに救われ，さらに村の学校での教師としての仕事
を与えられる。ジェインは，セント・ジョンに感謝しながらも彼の説教を聞
き，不思議に苛烈なところがあり，心を慰めるやさしさが欠けていることに
気づく。しだいにジェインは,「イエス・キリスト派の信奉者」(375)と言い
ながらもセント・ジョンに他者に自身の信ずる教義を強いるところがあるこ
とを知るようになる｡ セント・ジョンは, ロザモンド・オリヴァ (Rosamond
Oliver) と結婚しようと思えば結婚できたにもかかわらず，伝道者となって
東洋へ行く決心をする。折しもジェインは，セント・ジョンがいとこである
ことを知り，自身がマデイラの商人であった叔父の遺産２万ポンドを受け取
ることができることを知る。ジェインは，２万ポンドの金額を譲り受けるこ
とができるにもかかわらず, セント・ジョンと彼の二人の妹ダイアナ
(Diana) とメアリ (Mary) に５千ポンドずつ譲ることにする。大変な恩義に
お返しをし，一生の友を得る喜びを捨てることができないと考えるジェイン
に対し，セント・ジョンは,「あなたが，今そう考えるのは，富を持つこと
がどんなことであるかを知らず，したがって，それを楽しむことがどんなこ
とであるかも知らないからです。２万ポンドがどんな重要性を持つものであ
るか，それによって社会でどんな高さにのぼることができるか，どんな前途
が開けてくるか，見当をつけることすらできないからです」(387)と言う。
社会的に有利になることが解っているにもかかわらず，５千ポンドしか受け
とらず，後の１万５千ポンドをセント・ジョンと彼の妹たちに分け与えるジェ
インは，少なくとも金だけが人生において一番重要であると思っていない点
で，セント・ジョンと共通の部分を持ち合わせていると言える。しかし，ジェ
インはセント・ジョンにヒンドスタニ語を学ぶよう強いられ次のように感じ
ている。
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As for me, I daily wished more to please him: but to do so, I felt daily
more and more that I must disown half my nature, stifle half my faculties,
wrest my tastes from their original bent, force myself to the adoption of pur-
suits for which I had no natural vocation. He wanted to train me to an ele-
vation I could never reach : it racked me hourly to aspire to the standard he
uplifted. The thing was as impossible as to mould my irregular features to
his correct and classic pattern, to give to my changeable green eyes the sea
blue tint and solemn lustre of his own. (398)
私はというと，日々もっと彼を喜ばせたいと思っていたが，そうする
ためには，自分の性格を半分だけなくし，才能を半分だけ押さえつけ，
趣味をもとの傾向からねじ曲げ，生まれつきの使命感もともなわない仕
事を，無理に選ばなければならぬのだと，日々感じてくるのだった。彼
は私を訓練して，私が決して達することのできぬ高みへ引きあげること
を欲した。彼が高くかかげる標準にのぼろうとするのは，私にはたえま
ない苦しみであった。そういうことは，私の不ぞろいな目鼻立ちを，彼
のととのった古典的な型にこねなおしたり，私の変幻しやすい緑色の目
に，彼の目の海のような青色と厳粛な光とを与えようとするのと同じよ
うに，不可能なことだった。
高みに引き上げようとしてくれているにもかかわらず，ジェインがセント・
ジョン・リヴァーズに違和感を覚えるのは，自分の本性を押さえつけている，
すなわち，不自然であると感じるからである。セント・ジョンがジェインに
ヒンドスタニ語を学ばせたのは，宣教師の妻として彼女をインドへ連れてい
くためであった。
ここで，インドにおけるキリスト教の布教について触れておきたい。最初，
イギリス東インド会社は，強引な布教活動が現地社会を刺激し，本来の目的
である商業活動に支障をきたすことを恐れ，支配領での布教を禁じていた。
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しかし，18世紀後半からイギリス本国で台頭した福音主義は，未開社会をキ
リスト教によって文明化する使命を唱え，東インド会社領内での布教活動を
解禁するようにという圧力は強まっていった。チャールズ・グラント
(Charles Grant, 17781866) は，インドは政治的にも宗教的にも堕落してい
るとし，キリスト教の導入が必要であると考えていた。また，福音主義指導
者の一人ウィリアム・ウィルバーフォース (William Wilberforce, 17591833)
も，1793年の下院において,「インドの現地民たち，なかんずくバラモンは，
最も救い難い無知と悪徳に陥っている」として，キリスト教布教によるイン
ドの救済を訴えた。彼によれば，ヒンドゥーの神々は「肉欲，不正，邪悪さ，
残忍さの怪物」であり，ヒンドゥーの宗教システムは「醜悪な代物」であっ
た。福音主義者にとっては，インドという広大な野蛮社会が，イギリス支配
下に入ったこと自体，神の意思であると考えられたのである。こうした圧力
を背景に，1813年に更新されたイギリス東インド会社への特許状は，会社の
支配する領土でのキリスト教宣教師の活動を許した（粟屋 1112)。このこ
とからセント・ジョンがインドで宣教活動することは，時代の要請に応ずる
行動と言えよう｡7
セント・ジョンは，ジェインに一緒にインドへ行くよう説得するが，ジェ
インは，かたくなに彼の要求を拒む。テリー・イーグルトン (Terry
Eagleton) は,「ジェインは，リヴァーズの要求が彼女のアイデンティティ
を冒するからだけでなく，リヴァーズの傲慢な男らしさゆえにもリヴァー
ズを拒否する」と述べている (Eagleton 21)。セント・ジョンには自分を正
当化するため，またジェインを説得するため，神を持ち出しているがゆえに
傲傲さが感じられる。そのことは,「神と自然とは，あなたを宣教師の妻に
することを意図したのです」(402)という言葉や，愛し合っていないという
理由で拒否するジェインに言う「あなたが拒否するのは，ぼくでなく，神で
あることをお忘れなく」(409)という言葉からもうかがえる。作品の中宣教
師リヴァーズは殉教者になりきっていて，自身を正当化するヒーローである。
ジェインが愛していないがゆえにリヴァーズを拒否するという選択をしなけ
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れば，ジェインはあやうく殉教者になるところであった。しかし，ジェイン
は自身の心情からロチェスターへの愛を最優先する。ロチェスターへの愛こ
そ自身の使命と感じるジェインを目の当たりにし，正道への帰還を願い,
「神の怒りに会うべき人としてあなたを滅亡にまかせることはできない。悔
い改めて，決心してください」(418),「この世のよきものを積んだ『富める
人』(Luke 16) の運命を思い出してください。神があなたに『奪うべからざ
るは善きもの』(Luke 10 : 42) を選ぶ力を与えてくださいますように」(418)
と言うリヴァーズが汚れなき心から言葉を発していたとしても，人間の言葉
である以上，ジェインはマインドコントロールされる危険もあったわけであ
る。
インドへ出発する前，別れのあいさつをしに行く前，セント・ジョンは，
まだあきらめきれず，扉の下からジェインに次のように書かれた紙きれを差
しこむ。
“You left me too suddenly last night. Had you stayed but a little longer,
you would have laid your hand on the Christian’s cross and the angel’s
crown. I shall expect your clear decision when I return this day fortnight.
Meantime, watch and pray that you enter not into temptation : the spirit, I
trust, is willing, but the flesh, I see, is weak. I shall pray for you hourly.
―Yours, St. John.” (42021)
「昨夜，あなたはあまりにあわただしく行ってしまいました。もう少
しとどまっていたならば，あなたはクリスチャンの十字架と天使の冠と
に手をおいていたことでしょう。二週間後の今日，私が帰ってきたとき
には，はっきりと決意ができていることを期待しています。それまでは,
『誘惑に陥らぬよう目を覚まし，かつ祈れ。げに心は熱すれども肉体よ
わきなり』と，心してください。私はあなたのために祈ります。 あ
なたのセント・ジョンより」
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セント・ジョンは,「誘惑に陥らぬよう目を覚まし，祈っていなさい。心
は熱しているが，肉体が弱いのである」(Matthew 26 : 41) というマタイに
よる福音書からの言葉を引用している。これはゲツセマネでユダに裏切られ
て連れ去られる前，弟子たちが眠っていたので，イエスがペテロに言った言
葉である。その後弟子たちがイエスを見捨てて逃げ去ることを考えると，セ
ント・ジョンは自身をイエスにたとえ，ロチェスターの元へ戻るという誘惑
にかられているジェインを弟子たちにたとえていると言えよう。セント・ジョ
ンが聖書の言葉を引用することは，自身を正当化し，ジェインをロチェスター
の元へ帰らせまいとしているご都合主義を露呈させることとなる。しかし，
ジェインは，心の中で「私の心は正しいことを進んでなすのですし，私の肉
体は，神の意志がはっきり解れば，それをなしとげるだけの強さがあると思
います」(421)と答え，ロチェスターの元へ戻るべく，ソーンフィールドへ
の馬車に乗りこむ。
ソーンフィールドに戻ってみると，邸はバーサのつけた火で燃え落ち，バー
サ自身は焼死していて，ジェインとロチェスターの結びつきを妨げる障害は
消えていたのだ｡8 障害が消え去ったことは好都合であったが，ジェインは
屋敷が崩れ落ちる際にロチェスターが怪我をし，片手がつぶされ目が見えな
くなったのを知る。すでに叔父の遺産5000ポンドによって経済的に自立でき
るジェインは，ロチェスターを見捨てることもできたわけである。しかしジェ
インは,「ぼくのところにいてくれるというの？」(435)と尋ねるロチェスター
に「もちろんもしおいやでなければ。わたし，あなたの隣人になり，看護婦
になり，家政婦になります」(435)と言い，彼と結婚する決意をする。愛し
ていないがゆえにセント・ジョンと結婚せず，条件は以前より悪くなってい
たとしても愛しているがゆえにロチェスターと結婚したジェインの選択は彼
女の願望に基づいてはいるが，ロチェスターの次のような言葉によって正し
いものとなる。
“Jane ! you think me, I daresay, an irreligious dog : but my heart swells
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with gratitude to the beneficent God of this earth just now. He sees not as
man sees, but far clearer : judges not as man judges, but far more wisely. I
did wrong : I would have sullied my innocent flower―breathed guilt on its
purity : the Omnipotent snatched it from me. I, in my stiff-necked rebellion,
almost cursed the dispensation : instead of bending to the decree, I defied it.
Divine justice pursued its course ; disasters came thick on me: I was forced
to pass through the valley of the shadow of death. His chastisements are
mighty ; and one smote me which has humbled me for ever. You know I was
proud of my strength: but what is it now, when I must give it over to foreign
guidance, as a child does its weakness? Of late, Jane―only of late―I began
to see and acknowledge the hand of God in my doom. I began to experience
remorse, repentance ; the wish for reconcilement to my Maker. I began
sometimes to pray : very brief prayers they were, but very sincere. (446)
「ジェイン！きっと君は，ぼくを，信仰心のないくだらぬ犬ころぐら
いに考えるだろうが，今こそぼくの心は，この地上の慈悲にみちた神に
対する感謝の気持ちでいっぱいなのだ。神は，人間の見るような見方を
なさらず，もっとはるかに賢明に裁かれる。ぼくはあやまちをおかした。
純粋な，ぼくの花を汚しかねなかったのだ。 その清浄な花に罪の息
吹をかけようとした。そして全能の神は，ぼくからそれを奪いとってし
まわれた。ぼくは，かたくなな反抗心から，その天の配剤を呪わんばか
りだった。神のみ旨に従うことをしないで，それに挑戦した。神の裁き
はその道筋を追って進められ，しきりに災難が振りかかってきた。ぼく
は死の影の谷を過ぎなければならなかった。神のこらしめは力強いもの
であって，ぼくは一度打ちすえられ，僕の高慢は永久にへし折られてし
まった。知ってのとおり，ぼくは自分の体力を誇っていたが，こうして，
ひよわい子供のように，他人に手を引いてもらわなければならぬ今となっ
ては，それがなんだろうか。最近になってジェイン ほんの つい
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最近になって 僕は自分の悲運の中に，神のみ手を見，それをみとめ
はじめたのだ。悔恨，悔悟を経験し始め，造物主にひれ伏したいという
願望を持ちはじめたのだ。ときどき，祈るようになった ごく短い祈
りなのだが，まごころをこめてのものだ。
「神は人間の見るような見方をなさらず，もっとはるかに遠くまで見てお
られ，人間が裁くような裁き方をなさらず，もっとはるかに賢明に裁かれる｣，
「ぼくは自分の運命の中に，神のみ手を見，それをみとめはじめたのだ」と
いうロチェスターの言葉は，ジェインの願望に基づいた行動も彼の中では神
の計画のうちに入っていることを示している。このように考えると，ジェイ
ンの選択は，セント・ジョンだけでなく，ロチェスターにも神がいて，人間
は神の前に平等であることを示す手助けとなっていると言っていい。
結 び
以上，本論文では Jane Eyre におけるヒロインの願望と選択の相関関係と
選択の意味について考えてきた。作品においてジェインは，二重結婚しよう
としたロチェスターの元を去り，モートン (Morton) へ至る。レベッカ・N・
ミッチェル (Rebecca N. Mitchell) は,「モートンでのジェインの時間はロチェ
スターとの生活から逃れての気晴らしだけでなく，ロチェスターとの生活へ
至る必要な段階である」と述べている (Mitchell 30910)。モートンでのジェ
インの時間は，セント・ジョンとの関係において彼女がロチェスターの重要
性を認識する時間でもあったのだ。ジェインは自身の願望に基づいて最終的
な選択をし，その選択は最後のロチェスターの言葉によって正当化される。
アイリーン・テイラー (Irene Taylor) は,「ジェインの結婚がなしとげら
れ，彼女の家庭的な幸福が確かなものとなるやいなや，セント・ジョンは再
びストーリーに入ってきて，彼の性格はもはや不穏なものではなく，賞賛す
べきものとなる」と述べているが (Taylor 179)，もし，ジェインがセント・
ジョンの説得に応じ彼の妻となってインドへ行っていたとしたら，愛する男
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性と結婚するという願望を犠牲にするところであった。
シャーロット・ブロンテは，ジェインにセント・ジョンとの結婚を拒否さ
せることにより，女性にも選択権があること，神は女性のためにも存在して
いることを示した，と言っていいだろう。
注
＊本稿は，欧米言語文化学会第25回関西支部例会におけるワークショップ「ジェ
ンダーの諸相（2012年９月11日，同志社大学）での発表原稿に加筆修正を施
したものである。
1．キャロル・ボック (Carol Bock) は,「ゲイツヘッドでの読書は若いジェインに
純粋で慰めを与える気晴らしである。なぜなら読書は，現実の不幸な環境から
の逃避であり，自身の経験を受け入れる手助けとなる本の中の類似物を見つけ
ることだからである」と述べている (Bock 72)。また，ボックは，赤い部屋に
おけるヒステリックなノイローゼ状態とできごとの後遺症によりジェインの解
釈をする習慣が破滅的になっていること，困惑した自身の心理状態を表すため
ジェインがガリヴァーを用いていることを指摘している (Bock 73)。
2．カウワン・ブリッジについて1842年の報告書には，入学規則が書かれている。
「規則第二条。衣服，住居，食事，教育に関する費用は年14ポンド。その半
額を生徒が入学したときに前払いとし，書籍，その他の使用料として１ポンド
入学金を納める。授業科目は，歴史，地理，天文学，文法，作文と算数，あら
ゆる針仕事，そしてより上品な家事仕事 例えば上等なリンネルの仕上げ方，
アイロンかけ などである。芸事を望む場合は，音楽，絵画にそれぞれ年３
ポンド付加する」(Gaskell 50)。
3．カウアン・ブリッジの学校の規則は厳しく，他の生徒の前で打たれることもあっ
た。食事は汚染されていて，変な味がした。1825年に発疹チフスが発生した。
4．1840年代と1850年代において，The Times にガヴァネスの職を求める毎日約５
つの広告が見られた。次のものは典型的な例である。
Governess.―a Lady, of considerable experience in tuition, wishes to obtain a
SUTUATION in a gentleman’s family. She is competent to teach English, French
and Italian languages, music, drawing, and the usual branches of a lady’s education.
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The advertiser has resided three years in Paris. Address, post paid, to P. A., at Mr
Stranger’s 14, Broadway, near Queen’s―Square, Westminster. (The Times, 24
September 1850)
次は，生徒の日課の一例である。
Practice Dinner (lunch)
Breakfast Rest (using a backboard)
Copy books Bible reading and reading aloud from a novel
Arithmetic Walk
History Tea
Break Sewing / reading aloud
Geography
Poems
８歳くらいになると，フランス語やドイツ語が時間割に加わった。外国人の
ガヴァネスが雇われる場合は，一日中外国語の訓練に使われる可能性があった。
音楽は，カリキュラムにおいて重要な位置を占めていた。ピアノ，ヴァイオリ
ン，歌の練習は基本的に行われ，一週間に一，二度先生にレッスンを受けるこ
ともあった (Hughes 71)。
ガヴァネスは，自分を支えてくれる夫も自分の金も持たない場合，中産階級
の女性が生活費を稼ぐ唯一の方法であった。1851年の国勢調査によると，
2,5000人のガヴァネスがいた。それは，20歳から40歳までの未婚女性の２パー
セントであった(Brandon 1)。
しかし同時に750,000人の女性の召使いがいた。メアリー・プーヴィー
(Mary Poovey) は,「女性の召使いの労働条件と賃金は，人間を衰弱させるよ
うなものであったが，ガヴァネスの貧苦ほど嘆かわしいものではなかった」と
述べている (Poovey 169)。
ガヴァネスは育ちが良いことが求められた。牧師の娘はとりわけ人気があっ
た。非公式なネットワークと，友人の紹介による慎重な問い合わせが職を見つ
ける方法としては好まれた。別の方法として人材紹介所があるが，ここでは手
数料をとられることも多かった。
ガヴァネスの希望者は，手詰まりになったときだけ，しかたなしに地元の新
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聞や全国紙に求職広告を出した。よく選ばれたのは The Times で，1840年代
末期には，一日あたり100件にものぼる家庭教師の求職広告を掲載していた
(Evans 121)。
5．シャーロットは，1839年５月にストーンギャップ (Stonegappe) に住むシジウィッ
ク家 (The Sidgewicks) のガヴァネスになった。シジウィック夫人の父親のス
ウォークリフ・ホール (Swarcriffe Hall) に滞在していたときに，シャーロッ
トはノートン・コンヤーズ (Norton Conyers) を訪れ，狂女が閉じ込められて
いたという言い伝えのある屋根裏部屋を見ている。これが Jane Eyre に影響を
与えていると考えられている。
6．ジェインの行為は，一生独身でいる覚悟に基づく行為であると言っていい。一
生独身でいる女性に関し，シャーロットは，1846年１月30日のウラー
(Wooler) 先生への手紙で,「夫や兄弟の扶養を受けないで，静かに忍耐強く人
生で我が道を進む未婚の女性以上に，この世でもっと尊敬される女性はいない
と考えるようになりました」と述べている。その理由としてシャーロットは,
「45歳あるいはそれ以上になった彼女たちは，調整のとれた精神や，ささや
かな喜びを楽しむ性格や避けがたい苦痛を我慢する不屈の精神を持ち，他人の
苦しみに同情し，資金が続く限り，貧困を進んで救済しようとする気持ちを持
ち続けているのです」と述べている (Gaskell 232)。(1831年１月から1832年５
月までシャーロットはミス・ウラーの経営するロー・ヘッド・スクール (Roe
Head School) で学んだ｡）
7．ムア・フィールズ (Moor Fields) にあったロンドン宣教師館は，19世紀初頭の
時代精神をよくつかんでいた博物館であった。この博物館は，きわめて敬虔に
して不屈の精神を持った宣教師たちがさまざまな時期に地球上の僻遠の地へと
散らばり，異教徒にキリスト教信仰を広めるため艱難辛苦に嬉々として耐えな
がら収集した品々で構成されていた。収集品のうち多くの品々が，宣教師たち
が駐在した地域の人々の信仰を詳しく描き出しているだけでなく，多くは未開
人たちがヨーロッパ人と交流を持つ以前からそなえていた，品物を精巧につく
る技術も明らかにしていた。そしてそれ以外の品々にも宣教師たちの尽力によっ
て彼らの技術と文明にもたらされた大いなる進歩が示されていた。加えて，ヒ
ンドゥー教や中国，ビルマの偶像の多量の収集品や，多数の宣教師と，同じよ
うに進取的で尊敬に値するその妻たちの，細密画の肖像も集められていた
(Paterson 2078)。
8．川本静子氏は，ジェインとロチェスターの結びつきを妨げる障害が消えること
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について,「シャーロットが一人のガヴァネスの自己実現を，強引なプロット
の展開によって，合法的結婚という既成の秩序の限界内にかろうじてとどめた」
と考えている (川本 144)。
作 品
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YOSHIDA, Kazuho
The Wish and the Choice
of the Heroin in 
Jane Eyre (1847) is a novel by Charlotte When it was first pub-
lished in October 1847, it caused a literary sensation. It was widely reviewed in
the national and provincial press, with critics falling over one another to praise
its freshness, vigour and reality. However, it was often attacked because of its
radical thought of feminism.
The heroine, a penniless orphan, has been left to the care of her aunt, Mrs.
Reed. Harsh and unsympathetic treatment rouses the spirit of the child, and a
passionate outbreak leads to her consignment to Lowood Asylum, a charitable
institution, where after some miserable years she becomes a teacher. (In
Lowood Asylum Miss depicted the school at Cowan Bridge where she
spent some unhappy years.) Thence she passes to be a governess at Thornfield
Hall to a little girl, the natural daughter of Mr. Rochester, a man of grim aspect
and sardonic temper.
In spite of Jane Eyre’s plainness, Rochester is fascinated by her elfish wit
and courageous spirit, and falls in love with her, and she also falls in love with
him. Their marriage is prevented at the last moment by the revelation that he
has a wife living, a raving lunatic, kept in seclusion at Thornfield Hall. Jane flees
from the Hall, and after nearly perishing on the moors is taken in and cared for
by the Revd. St. John Rivers and his sisters.
In the eighteenth century, marriage had involved not just the individuals
concerned but had been public contract in which two clans, as well as two people,
were joined together. However, by the time Jane Eyre was written, it had be-
come a private emotional bond between two individuals based on the promise of
personal fulfillment, with no outside interference and no redress. Jane’s refusal
to live with Rochester, the married man, shows not only her wish of being on an
equal footing with him but also the necessity of his purification.
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St. John Rivers saves her from living as a homeless wanderer. Under the
influence of the strong personality of Rivers, Jane nearly consents (in spite of
her undiminished love for Rochester) to marry him and accompany him to India.
She is prevented by a telepathic appeal from Rochester, and sets out for
Thornfield Hall, to learn that the hall has been burnt down, and that Rochester,
in vainly trying to save his wife from the flames, has been blinded and maimed.
She finds him in utter dejection, becomes his wife, and restores him to happi-
ness.
If she had accompanied Rivers to India, she would sacrifice her marriage
with Rochester. Fortunately she refuses to defer to Rivers’s wishes, escapes
from his mind control, and gets married to Rochester. At the end of the story,
Rochester approves of Jane’s decision that she rejected him, the married man, by
the name of God. Charlotte shows that a woman has her own right of
choice and God exists not only for a man but also for a woman.
